
北海道岩見沢市（一般市）

３実施方法について

実施方法 委託（単年度契約）

事業費 16,540千円（困窮：約5,524千円、被保護：11,016千円）

理由
（委託）

業務遂行能力、企画提案の妥当性、所要経費の見積内容・金額など総合
的に判断し選定。

課題・対応 ◯就労準備支援事業への参加者数の増加により、ひきこもりの方が参加
しにくい状況。
→少人数制（３名前後）のプログラムを新たに開発し、実施。また、男
性が苦手な相談者もいることから、女性のみで実施する女子会を開始。
◯就労準備支援事業の参加により、就労につながる者が増加。定着支援
（企業訪問や現場担当者・本人・支援員が参加する三者面談等）を実施
しているが、根幹にある孤立の解消が困難。
→就労後の定着支援（孤立の防止・早期の危機介入）を目的に、就労を
開始した者等を対象とした新規プログラムを開発し、２月に１度実施。

事業概要 ○体験利用も可能。
○多様なプログラムを用意（セミナー、ボランティア、就労体験、職場
見学、居場所づくり、女子会、就労定着など）。
○利用者のニーズ、状態に合わせてプログラムを実施。

その他
特記事項

自立相談支援事業・被保護就労支援事業・就労準備支援事業を一体的に
実施。

４事業実績（H30年度）

５事業実施のポイント ～利用者像に合わせプログラムを開発～

１市の概要（H30年度）
就労準備実績 利用者 就職者 福祉就労へ

のつなぎ
就労支援へ
のつなぎ

生活困窮者 45人 14人 1人 20人

被保護者 16人 ２人 0人 12人

２支援状況調査（H30年度）

人口

保護率

人

％

81,116

2.4

就労準備支援事業

６取り組んで良かったこと

就労に向けたプログラムを細く段階的に準備することで、多様な利用者の

状態・ニーズに対応できる。また、無料職業紹介事業を活用し、独自に求人

開拓を行い、職場見学・体験を実施することでミスマッチを防いでいる。

就労開始後の定着支援を目的としたプログラムを実施することで、孤立の解

消や、早期の危機介入が可能になった。

就労準備支援事業の対象者像は、支援をすることで少しずつ変化していき、
そのニーズも変わる。また、人数が増えることで、プログラムの効果も
変化するため、利用者像に合わせてプログラムを開発することが重要。

新規相談受付件数人口１０万人当たり
(件）

プラン作成件数人口１０万人当たり
(件）

就労支援対象者数人口１０万人当たり
(件）
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